ぴての平成１６年度東京都教員採用試験対策＆情報

　お役に立てるかどうかわかりませんが、書かせていただきます。

＜１次試験＞

専門教養・・・全科ランナー、全科ポケットランナー、教員養成セミナー、東京都の過去問

教職教養・・・教職教養ランナー、教職教養ポケットランナー、教員養成セミナー、東京都の過去問

一般教養・・・教員養成セミナー、東京都の過去問

論作文・・・教員養成セミナー

　基本的に以上の参考書を使用しました。中でも、私は働きながらの受験であったため、一つの場所で勉強するというよりは、移動することが多かったので、ポケットランナーはとても活用しました。本がボロボロになるまで何度も読み、暗記しました。

　論作文は、自分の核となる考えを２、３用意し、それを応用するという形をとりました。ですから、課題に合わせて書くというよりも、課題をいかに自分の核となる考えにつなげるかという部分を何度も訓練しました。

＜２次試験＞

個人面接・・・わんこさんのご指導（模擬面接等）

模擬授業・・・わんこさんのご指導（指導案、模擬授業等）

集団面接（活動）・・・わんこさんのご指導（勉強会での集団模擬面接等）

水泳・・・近くのプールにて１、２回練習

ピアノ・・・音大生の友人宅にて２週間程練習

　２次試験ではとにかくわんこさんにお世話になりました。私は講師経験等全くなかったため、模擬授業の指導案作りからご指導いただきました。面接対策においても、何度も模擬面接を行ってくださり、その中で少しずつ自信がつきました。また、れのんさんをはじめ、勉強会に参加された多くの方々からもたくさんのご指導や、情報の提供などをしていただきました。ですから、私の２次試験対策は全て多くの方のご指導による対策でした。わんこさんには、お仕事がある中毎日のようにご指導していただきました。本当にお世話になりました。そのような立場の私ですから、偉そうなことは言えませんが、ただ一つ言えることは、何事も行動あるのみだということです。対策を立てているときに不安はつきものです。ですが、その不安を不安のまま片付けるのではなく、どなたかに確認をするといいと思います。面倒くさいかもしれませんが、それですっきりしたほうが次のステップにも進みやすいと思います。私は運良くわんこさんとお会いすることができ、ご指導をいただくことができました。ただ、私の場合は心配性なのでその分わんこさんにはとてもご迷惑をおかけいたしました・・・。本当にお世話になりました。あらためてこの場をお借り致しまして、お礼申し上げます。

　２次面接（個人）で聞かれたことを載せたいと思います。

・名前と受験番号を言ってください。

・緊張していますか。

・今日は自宅から来られましたか。

・電車ですか。

・無事に遅れずに来ることはできましたか。

・じゃあ、まず指導案の説明と、場合によっては模擬授業をやってもらいます。それでは、指導案の説明からどうぞ。

・子どもがいなくてやりづらいとは思いますが、導入の部分を３分程度でやってみてください。

・指導案についていくつか質問。

・次に面接表について質問いたします。どうして小学校の先生になろうと思われましたか。

・教師の使命は何だと思いますか。

・採用時の勤務地はどこでもよいのですね。

・島に勤務になってもですか。

覚えている限りでは以上です。ご参考になれば幸いです。

＜教育委員会面接＞

· わんこさんのご指導（模擬面接等）

· 同じ立場の友人達との模擬面接

教育委員会面接おいても、わんこさんにお世話になりました。何度も模擬授業をしていただきました。やはり面接対策には模擬授業が一番だと思います。友人同士でもかまいません。頭の中で考えていることを、他人に伝える、あるいは他人が望む形式で伝えるのは、簡単なものではないと思います。本番ではもちろん緊張もするので、少しでも本番形式で対策を立てると、本番でも試験に臨みやすいと思います。また、質問されるであろう事柄をわんこさんのＨＰの過去の掲示板等でチェックしリストアップしました。どの質問がきても答えられるように対策を立てました。

私が質問されたことを載せます。

・志望動機
・教育問題
・学級崩壊の対処法
・教師としての意気込み
・面接表から部分的に
・不登校児の対処法
・教育法規に関すること
・保護者との接し方

といった感じでした。
個人的な感想として、２次面接に臨むくらいの心構えはしておいたほうが良いと思いました。
特に圧迫面接といった感じはなかったのですが、やはり、現場での適応性についてみているという印象を受けました。（以上、「東京都ローカルスレ」掲示板の私のレスより）

　以上、私の平成１６年度東京都教員採用試験の対策とちょっとした情報でした。人によって自分に合う対策の仕方があると思います。早くそれを見つけて、早めに動いてください。偉そうなことは言えませんが、とにかく「本気」になってください！そうすれば、必ず道は開けると思います。教師を志す皆さんのご健闘をお祈りいたします。

